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一般情報

F11/F12は斜軸、固定容量型ポンプ・モータで、様々

な開、閉回路アプリケーションに使用可能。

● シリーズF11は、以下のフランジが選定可能。

- CETOP ：F11-5，-10，-19，-150

- SAE ：F11-19，-150，-250

● シリーズF12は、lSO，SAEおよび非常にコンパク

トなカートリッジ型が選定可能。

サイズ：F12-30，-40，-60，-80，-110

● 特殊なピストンの構造により、F11/F12は高速使用、

また、圧力～（48MPa）で高出力を得ます。

● シャフトとシリンダバレル角度40°により、小型、

軽量。

● 特殊ピストンリングが、内部リーク、及び、温度の

変化による影響を低減します。

● ポンプ仕様は、専用のバルブプレートにより、高自

己吸入スピード、低騒音を実現し、右、左回転が選

定可能。

● F11/F12モータは、低速時、及び、始動時に高トル

クを実現。

● 特殊タイミングギアにより、シャフトとシリンダバ

レルを同期させ、高耐重力‘G’、高耐振動性を実現。

● ローラーベアリングにより、ラジアル、アクシャル

荷重の許容大。

● F11/F12のシンプルで駆動部品の少ない構造による

高信頼性。

● 特殊ピストン、タイミングギア、ベアリング、少駆

動部により高寿命を実現。

（F11構造図）
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（F12構造図）
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（品番選定）
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ベアリング寿命

一般

ベアリング寿命は以下に示すグラフ、‘ベアリング’、

‘回転、磨耗’、材質、コンタミ、特定の用途で使用さ

れる際の考えられる要因等の‘その他の要因’により

計算されます。

ベアリング寿命の計算は、主に異なるサイズを比較す

る為に用いられます。B10（L10）のベアリング寿命は、

圧力、スピード、負荷、ケース内流体粘度、及び、コ

ンタミレベルに影響を受けます。

ベアリング寿命計算

通常、機械はある圧力、速度変化等の一定のサイクル、

または、作業サイクルがある。

Mobile ControI Divisionでは、F11/F12の寿命を定義す

る為のベアリング寿命計算プログラムを有しておりま

す。

必要情報

ベアリング寿命を計算する際には、以下の情報が必要

となります。

- アプリケーション

- F11/F12のサイズ

- 圧力、速度等のサイクル

- 要求寿命（B10，B20等）

- 使用条件（ポンプ、モータ）

- 回転方向

- アクシャル負荷

- ラジアル荷重

- フランジ、ラジアル荷重間距離

- 負荷角度（以下参照）

負荷角度は、図で示す角度。

ベアリング寿命を最大にするには、ほとんどの場合、

モータで170°、ポンプで190°。
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効率

高全効率により、F11/F12の運転には低燃料、低電力。

および、これによりタンク、クーラの小型化、取付サ

イズ、重量、価格の低減可能。

グラフはF12-30の容積効率、機械効率を示す。

その他効率は御問合せください。

騒音レベル

F11/F12は低速から高速域、また、低圧から高圧域ま

で低騒音。

グラフはF12-30を示す。

騒音レベルは、騒音測定室で対象物より3フィートの

距離を測定。

その他サイズは、右のグラフより約±2dB（A）以内。

詳細は御問合せください。
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自己吸入スピード、及び、吸入圧力

シリーズF11

ポンプとしてF11は、L（ccw），R（cw）が主に選定でき

ます。

LとRは高自己吸入スピードを有し（グラフ参照）、ま

た、低騒音でもある。モータMは両回転でポンプとし

て使用できるが、吸引力はそれほど期待できません。

自己吸引力以上で使用する際は、吸入圧力を増加する

必要があります。例えば、F11-19-Mをポンプとして

3500rpmで使用するには最低0.1MPaの吸入圧力が必

要です。

F11のHを選定し、自己吸引スピード以上でポンプとし

て使用する際もまた吸入圧力を上げる必要があります。

吸入圧力が十分でない場合は、キャビテーション、騒

音、性能の低下を引起します。

シリーズF12

F12がポンプ（L及びR）として自己吸入スピード以上

で使用される際は、吸入側を加圧する必要があります。

吸入圧力が十分でない場合は、キャビテーション、騒

音、性能の低下を引起します。

グラフ2、及び3は吸入圧とシャフト回転速度の関係

を示す。

F12モータ（M）は場合によりポンプとして使用され

ることがあります。

最低必要吸入圧力とシャフト回転速度の関係をグラフ

に示す。
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寸法
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（F12カートリッジ）
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P15参照



Catalogue HY17-8249/UK

Technical Information
Hydraulic motor/pump
Series F11/F12

18

（F12 SAE 4 ボルトフランジ）
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（F12 SAE 2 ボルトフランジ）
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F11 saw motors

F11シリーズのモータは、チェーンソーなどに高い信

頼性が証明されています。40度の斜軸、特殊ピストン、

及び、ギアにより高速回転を実現します。始動時の低

温においても信頼性があります。

ソウ機能をさらに高める為、また、軽量、コスト、取

付寸法を低減させるべく、チェーンソウ用（サイズ10、

19）に開発されました。モータはハウジングに直接取

り付けられ、また、ベアリングを追加せず、チェーン

を直接駆動可能です。

詳細は御連絡ください。

F11 fan motors

サイズ10、19 CETOPフランジに下図のようにチェッ

クバルブ付の‘fan motors’が選定できます。saw

motorsのよう、fan motorは高速での使用が可能です。

ファンは一般的にはベアリングを追加することなく取

り付けられます。

詳細は御連絡ください。
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F12フラッシングバルブ
（F12-30，-40，-60，-80）

F12-110を除き、F12シリーズには、高速、高出力時

に油温上昇を抑えるためのフラッシングバルブを内蔵

可能です。

ハイドロスタティックトランスミッションにおいては、

常に油温上昇を抑え、油を循環させる為必要です。

流量はオリフィスにより制御され、モータのポートフ

ランジ部に取り付けられます。

詳細は御連絡ください。

F12フラッシングバルブ
（F12-110用FVフラッシングバルブ）

内蔵型フラッシングバルブと同様の機能で、F12-110

には図のようはバルブブロックを取り付け可能です。

バルブブロックはポートフランジとスプリットフラン

ジ間に取り付けます。

オリフィスはバルブブロックのドレイン部に内蔵され

ます。

詳細は御連絡ください。
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BTブレーキバルブ

ハイドロスタティックトランスミッションの開回路に

おいてモータが使用される場合、ポンプの許容を超え

操作される場合があります。これによりキャビテーシ

ョン、ブレーキ力低下の要因になります。

BTブレーキバルブはモータからの吐出流量をイン側圧

が約3.5MPa以下低下すると循環させキャビテーショ

ンを防ぎます。同時にポンプより流量が不足すると、

モータにブレーキがかけられるか、停止します。

BTバルブは、様々なオプション、メカニカルブレーキ

解除、フラッシング等、が取り付け可能です。

バルブは非常に小型で、ポートフランジとスプリット

フランジ間に取り付け可能です。

以下のサイズがあります。

BT21（3/4"） ：F12-30，40，60

BT22（1"） ：F12-80

BR23（1 1/4"） ：F12-110

詳細は御連絡ください。

SRリリーフ/メイクアップバルブ

F12シリーズ用に開発されたSRリリーフ/メイクアッ

プバルブは、ピーク圧、及び、キャビテーションより

モータを保護します。

バルブはポートフランジとスプリットフランジ間に取

り付けます。

以下のサイズがあります。

SR11（3/4"） ：F12-30，40，60

SR12（1"） ：F12-80

SR13（1 1/4"） ：F12-110

詳細は御連絡ください。
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SVリリーフバルブ

F12シリーズ用SVリリーフバルブはピーク圧より、回

路を保護します。SRバルブのよう、内蔵型とポートフ

ランジとスプリットフランジ間に取り付けるブロック

タイプがあります。

Lポートより流量を補足可能です。

以下のサイズがあります。

SV11（3/4"） ：F12-30，40，60

SV12（1"） ：F12-80

SV13（1 1/4"） ：F12-110

詳細は御連絡ください。

F12スピードセンサ

F12用にスピードセンサがあり、図のようにハウジン

グに取り付け可能です。

出力は5Hz～20kHzの矩形波で、5Hzの時、パルス数

をシャフト回転数で割った数35は、シャフトスピード

9rpmに相当します。

センサはシールとキットで、モータとは別納品になり

ます。

詳細は御連絡ください。

注

センサをご使用になる場合、モータは対応品を選定す

る必要があります。
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F12ポートフランジ

F12がポンプとして使用される場合、キャビテーショ

ンを最小限に抑える為、以下のサクションフランジを

お勧めいたします。ホースは全て2"です。

1）表中のシャフトスピードは理論値であり、ホース長、

及び、吸入側の状況により低下します。

2）自己吸入スピード

3）自己吸入力以下

サクションフランジはSAE用であり、また、メトリッ

クスプリットフランジを以下に示します。

O-ring及び、ボルトサイズを以下に示します。

サクションフランジキット

サクションフランジキットはF12シリーズの ISO及び

カートリッジタイプに対応しております。キットは、

サクションフランジ、スプリットフランジ×2、O-ring、

ボルト4本を含んでいます。

スプリットフランジキット

メトリックスプリットフランジキットは、スプリット

フランジ× 2、O-ring、ボルト 4本を含んでいます。

F12シリーズの ISO及びカートリッジタイプに対応し

ております。
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取付について

回転方向

F11シリーズM及びHバージョン、F12シリーズMバ

ージョンは左右どちらの回転でもご使用できます。

ポンプバージョンではLは左回転、Rは右回転ですが、

高い自己吸入回転スピードを有しております。（カタロ

グP10参照）

右図に油の流れ方向とシャフトの回転方向の関係を示

します。モーターアプリケーションの場合、ポートB

（黒矢印）を加圧するとシャフトは右回転し、ポートA

（白矢印）を加圧するとシャフトは左回転します。

ポンプアプリケーションの場合、シャフト右回転時は、

ポートBが吸入ポートとなりますので、タンクに接続

して下さい。シャフト左回転時は、ポートAが吸入ポ

ートとなります。

フィルトレーション

F11/F12をより長くご使用頂くためには、ISOコード

18/13（lSO4406）以上の清浄な流体をご使用下さい。

標準状態での運転時は、10μmのフィルタを推奨します。

ケース圧

下記表はシャフトスピードのファンクションとして

推奨最高ケース圧力です。

シャフトシールの公称寿命は、一定スピードで最高ケ

ース圧力で運転した場合のものです。シールの寿命は、

推奨外の状況（高温度、低油粘度、オイルの汚染）で

は短くなります。

注

自己吸入スピード以上の回転数で、ポンプとして

F11/12を運転している場合、吸入ポートは十分に加圧

して下さい。ノイズの増加や性能の低下の原因となり

ます。

詳細は、カタログ P10 の“Selfpriming speed and

required inIet pressure”をご参照下さい。
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転温度

下記の温度を超えないようにお願いします。（タイプH

及びNシャフトシール）：

システム油 ：70℃

ドレイン油 ：90℃

バイトンシャフトシール（F11タイプE、F12タイプV）

の場合、ドレン油は115℃まで使用可能です。

注・温度はご使用のドレインロで測定して下さい。

連続運転においては、粘度と温度の制限があるた

めに、ケースフラッシングが必要となります。

下表は、ケースフラッシングが必要となるシャフトス

ピードとフラッシング流量を示します。

作動油

F11/F12シリーズの評価及び性能データは良品質で清

浄な石油系作動油であることが基本となります。

HLP（DIN51524）タイプの作動油、Aタイプのトラン

スミッションオイル及び、API  CD  エンジンオイルが

使用可能です。

使用温度は、粘度（ドレイン流体）が通常 10mm2/s

［cSt］以上に保たれている状態で使用してください。

運転開始時は、粘度が1000mm2/s［cSt］を超えないよ

うにして下さい。

理想的な運転範囲は、15～30mm2/s［cSt］です。

耐火性作動油（使用状況が変更されている場合）及び

合成流体は使用可能です。

加えて、以下の資料をご参照下さい。

MI 180-Hydraulic fluid specifications

MI 189-Fire resistant fluids

ケースドレイン配管

シリーズF11/F12は、ドレインポートがC及びDの2

箇所があり、F12-110は加えてEの3箇所になります。

最上部のドレインポート（例：下図のポートC）をご

使用下さい。

下図のようにシャフトを上向きにして取付ける場合は、

ケース内に十分なオイルレベルを確保するために、ド

レンラインにチェックバルブを取付けてください。

また、ドレインラインは、出来るだけオイルタンクに

直接接続してください。

運転開始前に

油圧システム全体はもちろんF11/F12のケース内にも

作動油が満たされていることを確認して下さい。内部

の漏れがあると、特に低圧力では、運転開始時、十分

に潤滑油を供給できません。

注

油温の上昇及びキャビテーションを防止し、低騒音を

保つために、チューブ，ホース，金具は十分な口径を

確保してください。

吸引ラインの流速は0.5～ 1m/s、圧力ラインの流速は

3～5m/sとして下さい。

F12シリーズはP29の“Suction Fitting”もご使用頂け

ます。




